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３年生による総合的な学習の授業

　
研
究
体
制

　
は
じ
め
に

　

平
成
三
十
年
四
月
、
大
阪
府
立
東

百
舌
鳥
高
等
学
校
（
大
阪
府
堺
市
、

石
田
利
生
校
長
）
は
、
国
立
教
育
政

策
研
究
所
（
以
下
、
国
研
）
の
教
育

課
程
研
究
指
定
校
事
業
で
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
の
研
究
指
定
校
に

選
ば
れ
、「
学
び
に
向
か
う
探
求
学

習
の
研
究
・
開
発
及
び
評
価
」
と
い

う
研
究
主
題
で
、
二
年
間
の
研
究
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
研
究
指
定
校
事
業
に
つ
い
て

　

国
研
の
教
育
課
程
研
究
指
定
校
事

業
と
い
う
の
は
、
学
校
に
お
け
る
学

習
指
導
の
改
善
充
実
お
よ
び
教
育
課

程
の
基
準
の
改
善
を
目
標
に
全
国
の

学
校
か
ら
公
募
を
行
い
、
書
類
審
査

を
受
け
て
選
定
さ
れ
ま
す
。
選
定
後

は
、
教
科
調
査
官
の
訪
問
と
研
究
協

議
、
発
表
な
ら
び
に
報
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
研
究
指
定
校
応
募
日
程
に
つ
い
て

　

毎
年
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
募
集
が
あ

り
ま
す
が
、
平
成
三
十
年
度
の
募
集

と
手
続
き
は
以
下
の
よ
う
な
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日
、
国

研
は
各
教
育
委
員
会
に
研
究
指
定
校

事
業
実
施
の
照
会
文
を
送
付

・
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
一
日
、

大
阪
府
教
育
庁
は
通
知
文
を
各
学
校

に
送
付

・
平
成
三
十
年
一
月
四
日
、
希
望
調

書
を
大
阪
府
教
育
庁
に
提
出

・
平
成
三
十
年
一
月
二
十
九
日
、
大

阪
府
教
育
庁
か
ら
内
定
の
通
知

・
平
成
三
十
年
四
月
十
七
日
、
実
施

計
画
書
、
経
費
積
算
見
込
書
、
学
校

訪
問
調
査
票
を
大
阪
府
教
育
庁
に
提

出・
平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
、
文
部

科
学
省
で
の
研
究
協
議
会
に
出
席

　
学
内
の
特
徴
的
な
活
動

　

本
校
に
は
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
ト

レ
ー
ナ
ー
資
格
を
持
つ
教
員
が
三
名

お
り
、「
仲
間
を
支
え
、
安
心
で
き

る
関
係
性
を
作
る
力
（
ピ
ア
・
マ
イ

ン
ド
・
セ
ッ
ト
）
を
育
む
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
ピ
ア

・
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
継
続
し
て
行

な
っ
て
い
ま
す
。
有
志
の
生
徒
を
対

象
に
主
に
放
課
後
の
時
間
を
使
っ
て

「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
研
修
」
を
年
間

二
十
時
間
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
生
徒

七
名
が
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
参
加
の
生
徒
は
中
学
生
向
け

の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
新
入
生
歓

迎
会
な
ど
の
学
校
行
事
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
年
生
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
授
業
で
は
、
三
年

生
が
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
授
業
を
企

画
し
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
三

年
間
は
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
「
使

え
る
英
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
平
成

二
十
五
年
度
文
部
科
学
省
教
育
課
程

研
究
指
定
校
「
情
報
」
で
は
「
情
報

技
術
を
活
用
し
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
指
導
方

法
等
の
工
夫
改
善
に
つ
い
て
の
研

究
」、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
二
年

間
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
特
別

研
究
指
定
校
で
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

実
践
と
評
価
」、
な
ら
び
に
総
務
省

先
導
的
教
育
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
な

ど
の
研
究
や
実
践
授
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

を
行
い
、
生
徒
の
資
質
の
向
上
と
そ

の
評
価
方
法
等
を
実
践
・
研
究
し
よ

う
と
い
う
点
で
す
。

　

第
三
は
、
本
校
で
は
「
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
活
動
」
と
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
ア
ク
デ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
生
か
そ
う
と
い
う
点
で
す
。

　

以
上
か
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
で
「
学
び
に
向
か
う
探
求
学

習
の
研
究
・
開
発
及
び
評
価
―
ピ

ア
・
マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト
を
持
ち
、

SD
Gs

に
取
り
組
む
探
究
学
習
―
」

を
研
究
主
題
と
し
ま
し
た
。

　
「
学
び
に
向
か
う
探
求
学
習
」
で

は
、コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
し
て
の「
ピ

ア
・
マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト
」
を
育
む

こ
と
で
、「
グ
ル
ー
プ
の
中
で
他
人

と
協
力
し
て
問
題
を
解
決
す
る
力
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
仮

説
を
立
て
て
研
究
・
開
発
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
実
施
し
た

調
査
の
「
協
同
問
題
解
決
能
力
」
※

に
お
い
て
日
本
は
成
績
が
ト
ッ
プ
で

あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
人
の
話
を

よ
く
聞
く
」
に
肯
定
的
な
答
え
を
し

た
生
徒
の
得
点
が
高
い
傾
向
に
あ
っ

た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
目
は
「SD

Gs

に
基
づ
い
た

関
心
領
域
の
発
見
」
と
「
ピ
ア
・

マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト
の
醸
成
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
体
験
的
に

SD
Gs

へ
の
理
解
を
深
め
、
関
心
領

域
を
見
つ
け
、
自
分
の
興
味
・
関
心

を
発
見
す
る
。
そ
の
過
程
で
「
学
び

合
う
仲
間
と
し
て
安
心
で
き
る
関
係

と
は
何
か
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ま

す
。

　

二
年
目
は
選
択
す
る
五
つ
の
専
門

コ
ー
ス
に
関
連
さ
せ
て
「
関
心
領
域

を
掘
り
下
げ
る
」
こ
と
と
「
生
き
方

と
し
て
の
ピ
ア
・
マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ

ト
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
観
点
別
評
価
を
行
い
、

「
ピ
ア
・
マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト
」
や
「
学

び
に
向
か
う
力
」
な
ど
の
評
価
規
準

を
作
り
、
こ
れ
ら
の
力
が
ど
の
程
度

身
に
つ
い
た
か
に
つ
い
て
評
価
を
行

う
と
と
も
に
、
評
価
規
準
の
妥
当
性

に
つ
い
て
も
検
討
し
、
総
合
的
な
学

習
（
探
求
）
の
時
間
の
評
価
方
法
の

確
立
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団

研
究
指
定
の
成
果
と
し
て
、
本
校
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ス
タ

イ
ル
で
あ
る
「
授
業
の
最
初
に
め
あ

て
を
示
す
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
活
用
）」

「
生
徒
の
発
話
場
面
を
つ
く
る
（
思

考
を
伴
う
議
論
・
発
表
・
記
述
な
ど

の
言
語
活
動
）」「
授
業
の
最
後
に
め

あ
て
の
達
成
度
、
感
想
を
書
き
込
ま

せ
る
」
の
三
点
を
確
立
す
る
こ
と
が

で
き
、
評
価
方
法
に
お
い
て
も
観
点

別
評
価
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
や

イ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
た

実
践
を
積
み
重
ね
、
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
応
募
動
機
と
研
究
主
題

　

応
募
動
機
の
第
一
は
、
今
回
の
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
内
容

を
踏
ま
え
、「
知
識
の
理
解
の
質
を

高
め
資
質
・
能
力
を
育
む
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
」
と
い

う
新
し
い
学
び
に
つ
い
て
の
教
育
課

程
の
基
本
的
な
考
え
方
を
全
教
員
に

理
解
し
て
も
ら
う
点
で
す
。

　

第
二
は
、現
在
行
わ
れ
て
い
る「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
内
容
を
、

国
研
の
教
育
課
程
研
究
指
定
校
と
し

て
学
校
全
体
で
組
織
的
に
「
総
合
的

な
探
求
の
時
間
」
と
し
て
探
求
学
習

　

校
内
の
研
究
体
制
を
左
の
図
に
示

し
ま
す
。
今
回
の
研
究
指
定
校
事
業

を
進
め
る
に
当
た
り
、
総
合
学
習
研

究
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
下
に

各
種
委
員
会
組
織
を
有
機
的
に
結
び

付
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
外
部
で

あ
る
学
校
運
営
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

や
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
近

隣
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
子
育

て
広
場
な
ど
の
施
設
や
設
備
、
人
的

資
源
を
活
用
し
て
、
学
校
内
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
的
な
結
び
付
き
を
活

用
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。


